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１ データの内容を調べる 
 

 

 

 

本ＣＡＤシステム上の演算処理について説明します。 

[ツール]－[新規図面設定]－[演算]内で各種設定を一括して行うことができます。なお、この設定は新規画面を開いたとき

に有効です。 

 参 照  ➜ Part1  図面管理「５．新規図面設定を行う」 

 

 

補助(O) → 演算  データ内容 

 データの内容を調べる 
指定した線や文字の内容を表示し、編集します。 

データ内容を表示させると、サブメニューの表示が切り替わります。 

 

 

各項目の｢値｣欄内を左クリックすると、その項目の値のみクリップボードへコピーされます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー ➜  
■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算]－[データ内容] 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー）➜ [演算]－[データ内容] 

1 本コマンドを起動します。 

2 ツールバーメニューの場合は、サブメニュー欄の[データ内容]

をマウスでクリックします。 

3 マウスで対象要素をクリックします。 

サブメニュー欄の[グループ化]をクリック、または｢データ内

容｣ダイアログボックス内の[グループ化]をクリックすると、

現在選択中の要素種類をグループ化することができます。 

グループ化の範囲が確定したら[ＯＫ]をクリックします。 

・ グループ図形配置を選択した場合、属性図形配置もグループ化

が可能です。属性図形配置を選択した場合と同様に、グループ

図形配置もグループ化が可能です。 

4 マウスでクリックまたはグループ化したデータの内容が「デ

ータ内容｣ダイアログボックスに表示されます。 

グループ化した要素で、値がすべて同じ項目はダイアログボ

ックスに表示され、同じでないものは空白で表示されます。 

5 ｢データタイプ｣、｢ＩＤ｣以外の値欄は、マウスをクリックす

ることにより、入力あるいは選択項目を表示させることがで

きます。ただし、データタイプによっては入力できない項目

があります。｢値｣欄内を左クリックすると、その項目の値の

みクリップボードへコピーされます。 

6   をクリックすると、｢データ内容｣ダイアログボックス

の下部が拡張し、サブメニューと同様の処理が表示されます。 

7 [ＯＫ]をクリックすると表示を終了します。 

｢値｣欄内の各種データ内容を変更した場合は、その値によっ

て図形データが編集されます。 

｢全要素｣チェックマークをオンにすると、グループ化した場

合は、すべての要素が編集の対象となります。 

[編集を戻す]をクリックすると、各種の変更を取り消します。 

 

 参 照  ➜ Part10 その他 

    ｢ 1  図面上のデータを他のアプリケーションとリンクさせる 設定を行ったデータを指定し、実行する」 
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・マクロ属性を設定してある図形のデータの内容を表示した場合、データパス入力欄が表示されます。 

この入力欄内で、先頭に以下のパラメータを入力することにより、マクロ属性実行時に各種の設定を行うことができます。 
 -np、-NP、/np、/NP (ファイル名を指定せずにパラメータを渡すことができます) 
 -r、-R、/r、/R   (現在表示している図面をクローズせずに指定したデータを読み込むことができます) 

・ビットマップまたは塗図形データをクリックすると、マクロ属性付けの各種設定が行える｢データ内容｣ダイアログボックス
が表示されます。 

・シートの変更時は、移動先のＸ，Ｙ縮尺、角度、原点をチェックし、異なっていた場合は確認メッセージを表示して[ＯＫ]

がクリックされた場合のみ、シートを変更します。 

・旧システムの BV両矢印は SXFの open arrow に、BV 丸印は SXFの dimension origin に変更されます。 

 

● 選択中の要素のレイヤ・シート・線色・線種・線幅をカレントに設定する（スポイト） 

1 本コマンドを起動し、[データ内容]をクリックします。サブメニュー欄の[スポイト]をクリックします。 

2 現在選択中の要素のレイヤ・シート・線色・線種・線幅をカレントに設定されます。 

 

 

解説：長さ、半径、円周等、表示単位の切り替え 
｢データ内容｣ダイアログボックスでは、長さ、半径、円周等の

表示単位を切り替えることができます。 

入力単位の設定は、[ツール]－[システム設定]－[印刷・メニュ

ー]で行うことができます。 

切り替えられる単位は、他の演算コマンド同様８種類で、連動

して動作します。 

項目値上で右クリックすると単位切り替えのポップアップメ

ニューが表示されます。 

切り替えの対象となる要素の項目は、以下のとおりです。 

 １．直線 

  ・長さ 

 ２．折れ線 

  ・長さ 

 ３．円 

  ・半径、円周 

 ４．円弧 

  ・半径、円周 

 ５．楕円 

  ・長軸半径、短軸半径 

 ６．楕円弧 

  ・長軸半径、短軸半径 

 

 

 

 

 

解説：一覧表示を折りたたむ 

｢データ内容｣ダイアログボックスで[－]をクリックすると、表

示を折りたたみます。 

[＋]をクリックすると、表示を展開します。 
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解説：線色・線種・線幅の変更 
｢データ内容｣ダイアログボックスでは、要素の線色・線種・線幅の変更を行うことができます。 

｢線色・線種・線幅の設定｣ダイアログボックスで各種の設定を行います。 

｢レイヤに依存｣チェックマークをオンにすると、レイヤ依存モードで設定が行われます。 
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解説：シート番号、シート名、レイヤ番号、レイヤ名の変更 

｢データ内容｣ダイアログボックスでシート番号、シート名、レ

イヤ番号、レイヤ名のいずれかの値をクリックすると、それぞ

れ一覧表示ダイアログボックスを表示します。 

・ レイヤ・シートがサーチＯＦＦの場合は、「サーチＯＦＦ」

と表示されます。 

 

■シート番号、シート名の変更 

シート番号、シート名の値欄でマウスクリックすると、ドロッ

プダウンリストより値を選択して変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

または、シート番号、シート名の値欄内をクリックし、[   ]

をクリックすると、シート番号、シート名一覧が表示されるダ

イアログボックスが表示されます。 

データのあるシートが一覧表示内に反転表示します。 

他のシートを選択し、[ＯＫ]をクリックすると、要素のシート

移動を行います。 

また、一覧内のシート番号、シート名をクリックし、シート番

号、シート名の変更を行うことができます。 

 

 

また、移動先のシートが縮尺が異なる場合、確認のメッセージ

が表示されます。 

 

[はい]をクリックするとシート移動が行われます。 

 

 

 

 

■レイヤ番号、レイヤ名の変更 

レイヤ番号、レイヤ名の値欄でマウスクリックすると、ドロッ

プダウンリストより値を選択して変更することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

または、レイヤ番号、レイヤ名の値欄内をクリックし、[   ]

をクリックすると、レイヤ番号、レイヤ名一覧が表示されるダ

イアログボックスが表示されます。 
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データのあるレイヤが一覧表示内に反転表示します。 

他のレイヤを選択し、[ＯＫ]をクリックすると、要素のレイヤ

移動を行います。 

また、一覧内のレイヤ名をクリックし、レイヤ番号、レイヤ名

の変更を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要素の種類が属性・グループ図形の場合は、｢各要素のレイヤ

有効｣チェックマークをオンにすると、レイヤ番号-1 が設定さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

解 説：各種データによる｢データ内容｣ダイアログボックス 

● 直線 

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

  ＜線色・線種・線幅の変更＞ 
線色・線種・線幅の値欄内をクリックすると、レイヤ名・シー

ト名と同様にドロップダウンリストとボタンが表示されます。

ボタンを押すとペンコントロールパネルが表示されます。変更

し[ＯＫ]をクリックします。 

  ＜実部表示の指定＞ 
直線を表示する方法を指示します。[実部表示]などが表示され

ている値欄内をクリックすると選択できる項目がドロップダ

ウンリスト内に表示されますのでマウスでクリックします。各

表示方法の内容は以下の通りです。 

連続してパターンを表示 

破線、点線などの線種の場合、始点からパターンを表示します。 

中心を実部で表示 

破線、点線などの線種の場合、中心を実部で表示します。 

中心線の場合は、自動的にこの設定で描かれます。 

端点を実部で表示 

破線、点線などの線種の場合、端点を実部で表示します。 

中心線、折れ線とスプライン以外は、この設定で描かれます。 
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● 円弧・楕円弧       

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

  ＜向きフラグの変更＞ 
円弧を表示する向きを指示します。｢向き｣の値欄内をクリック

するとドロップダウンリストが表示されますので、｢左回り｣、

｢右回り｣いずれかをクリックします。 

時計回り（右回り）と反時計回り（左回り）を変更すると始角、

終角を逆にして表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
● 寸法線（区間寸法・角度寸法・半径寸法・直径寸法・周長寸法・面取寸法・引き出し寸法・バルーン） 

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

  ＜寸法線関係の変更＞ 
寸法線色・寸法線種・寸法線幅の値欄内をクリックすると、 

レイヤ名・シート名と同様にドロップダウンリストとボタン

が表示されます。ボタンを押すとペンコントロールパネルが表

示されます。変更し[ＯＫ]をクリックします。 

寸法線の始点・終点は、変更できません。 

寸法値真偽・寸法真値・両矢印間表示は、変更はできません。 

  

  ＜補助線＞ 
補助線色・補助線種・補助線幅の値欄内をクリックすると、 

レイヤ名・シート名と同様にドロップダウンリストとボタン

が表示されます。ボタンを押すとペンコントロールパネルが表

示されます。変更し[ＯＫ]をクリックします。 

｢始点側：補助線表示｣または｢終点側：補助線表示｣の｢表示｣

チェックマークのオン・オフにより表示を切り替えます。 

始点・終点とも、表示に設定した場合、補助線起点と寸法線補

助線の離れと矢印配置点と補助線色から生成します。 

 

 

 

 

 



 
データの内容を調べる 554  

 

 

 
 

  ＜矢印情報＞ 
｢矢印線色｣・｢矢印線種｣・｢矢印線幅｣の値欄内をクリックす

ると、レイヤ名・シート名と同様にドロップダウンリストとボ

タンが表示されます。ボタンを押すとペンコントロールパネル

が表示されます。変更し[ＯＫ]をクリックします。 

｢矢印向き｣の値欄内をクリックすると｢外向き｣、｢内向き｣が表

示されますのでマウスでいずれかをクリックします。 

｢始点側｣または｢終点側｣の｢表示｣チェックマークのオン・オ

フにより表示を切り替えます。 

｢矢印種類｣・｢表示倍率(X)｣・｢表示倍率(Y)｣の値欄内をクリ

ックすると、｢矢印選択｣ダイアログボックスが表示されますの

で、変更し[ＯＫ]をクリックします。 

 

・ 寸法線の矢印がＢＶ仕様の場合は、その矢印の向きを｢デ

ータ内容｣ダイアログボックスで変更することはできませ

ん。また、矢印の向きが内向きの場合はＢＶ仕様の矢印は

選択できません。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  ＜寸法文字＞ 
｢寸法文字｣は値欄内をクリックして入力します。 

・文字色 →値欄内をクリックすると、レイヤ名・シート 

   名と同様にドロップダウンリストとボタンが 

   表示されます。ボタンを押すとペンコントロ 

   ールパネルが表示されます。変更し[ＯＫ]をク 

   リックします。 

・書き出し方向→値欄内をクリックすると｢左→右｣、｢上→下｣、 

    ｢右→左｣、｢下→上｣と表示が切り替わります 

   ので、マウスでいずれかをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・原点位置 →値欄内をクリックすると、｢原点位置｣ダイア 

   ログボックスが表示されますので、いずれか 

   のラジオボタンをクリックします。 
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・フォント、保持フォント  

  →値欄内をクリックすると、｢フォント変更｣ダ 

   イアログボックスが表示されます。 

    ｢可変ピッチフォント｣、｢イタリック｣のチェ 

   ックボックスをオンにして選択します。フォ 

   ント名はドロップダウンリストからマウスで 

   クリックして選択します。 

   [OK]をクリックすると｢データ内容｣ダイア 

   ログボックスに戻ります。 

・文字高さ・文字幅・文字間隔・文字縦横比 

  →値欄内をクリックすると、｢文字スタイル変 

   更｣ダイアログボックスが表示されます。 

   文字高さ、間隔を入力し、いずれかのラジオ 

   ボタンをクリックして選択します。[OK]をク 

   リックすると｢データ内容｣ダイアログボック 

   スに戻ります。 

 

｢寸法値表示｣の値欄内をクリックすると｢表示｣、｢非表示｣が表

示されますのでマウスでいずれかをクリックします。 

  

[分解]（寸法線を直線に分解） 

[分解]をクリックすると寸法線の属性を解除し、直線、円、文

字などに分解します。 

 

 

 

 

[寸法表示変更] 

 をクリックし、[寸法表示変更]をクリックすると寸法値の

書き出し方向を｢左→右｣のときは｢上→下｣へ、｢上→下｣のとき

は｢左→右｣へ変更します。 

同時に、文字の表示位置も補正します。 

 

 

● 寸法線（垂線寸法） 

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

  ＜寸法線関係の変更＞ 
寸法線色・寸法線種・寸法線幅の値欄内をクリックすると、 

レイヤ名・シート名と同様にドロップダウンリストとボタン

が表示されます。ボタンを押すとペンコントロールパネルが表

示されます。変更し[ＯＫ]をクリックします。 

寸法線の始点・終点は、変更できません。 

寸法値真偽・寸法真値・両矢印間表示は、変更はできません。  

  ＜補助線＞ 
補助線色・寸法線種・寸法線幅の値欄内をクリックすると、 

レイヤ名・シート名と同様にドロップダウンリストとボタン

が表示されます。ボタンを押すとペンコントロールパネルが表

示されます。変更し[ＯＫ]をクリックします。 
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｢始点側：補助線表示｣または｢終点側：補助線表示｣の｢表示｣

チェックマークのオン・オフにより表示を切り替えます。 

始点・終点とも、表示に設定した場合、補助線起点と寸法線補

助線の離れと矢印配置点と補助線色から生成します。 

 

  

  ＜寸法文字＞、＜矢印＞ 
｢寸法文字｣、｢矢印｣の各種の操作は、[寸法線（区間寸法・角

度寸法・半径寸法・直径寸法・周長寸法・面取寸法・引き出

し寸法・バルーン）]と同様です。 

 

  
● 文字列 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜文字色＞ 
値欄内をクリックすると、ドロップダウンリストより値を選択

して変更することができます。または、[ ]をクリックする

と、色設定用のペンコントロールパネルが表示されます。いず

れかの色を選択し、[OK]をクリックします。 

 ＜データ・原点(X)（Y)・文字傾き＞ 
値欄内をクリックして入力します。 

 ＜書き出し方向＞ 

値欄内をクリックするとドロップダウンリストが表示されま

すので、｢左→右｣、｢上→下｣、｢右→左｣、｢下→上｣のいずれか

をクリックします。 

 ＜原点位置＞ 

値欄内をクリックすると、｢原点位置｣ダイアログボックスが表

示されますので、いずれかのラジオボタンをクリックします。 

 ＜フォント、保持フォント＞ 

値欄内をクリックすると、｢フォント変更｣ダイアログボックス

が表示されます。 

｢可変ピッチフォント｣、｢イタリック｣のチェックボックスをオ

ンにして選択します。フォント名はドロップダウンリストから

マウスでクリックして選択します。 

[OK]をクリックすると｢データ内容｣ダイアログボックスに戻

ります。 

 ＜文字高さ・文字幅・文字間隔・文字縦横比＞ 

値欄内をクリックすると、｢文字スタイル変更｣ダイアログボッ

クスが表示されます。 

文字高さ、間隔を入力し、いずれかのラジオボタンをクリック

して選択します。[OK]をクリックすると｢データ内容｣ダイア

ログボックスに戻ります。 
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● 塗図形 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜線色・線種・線幅・背景色＞ 
値欄内をクリックすると、ドロップダウンリストより値を選択

して変更することができます。または、[ ]をクリックする

と、それぞれ設定用のペンコントロールパネルが表示されます。

いずれかを選択し、[OK]をクリックします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 ＜頂点座標の入力＞ 

総頂点数の欄内をクリックし、 […]ボタンをクリックすると、

｢頂点座標｣ダイアログボックスが表示されます。 

Z 座標の入力 

Z 座標欄内をクリックし、座標値を入力することができます。 

全点に適用 

[全点に適用]をクリックすると、入力値をすべての頂点の Z 座

標に適用します。 

範囲に適用 

複数の頂点を選択した状態で[範囲に適用]をクリックすると、

選択した頂点の Z 座標に適用します。 

クリア 

頂点を選択した状態で[クリア]をクリックすると、Z 座標値を

クリアします。 

[OK]をクリックすると、｢データ内容｣ダイアログボックスに

戻ります。 

 

 

 ＜総面積＞ 

値欄内をクリックすると、単位のドロップダウンリスト(ｍ㎡、

ｃ㎡、㎡、ｋ㎡、ｈａ)が表示されますので、いずれかをクリ

ックして選択します。 

単位を変更すると、演算の他のメニューで使う単位も変更され

ます。 
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 ＜透過モード＞ 
｢透過｣チェックマークのオン・オフにより、透過モードのオ

ン・オフを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜ブラシ種類・枠線表示＞ 
ブラシ種類欄内をクリックすると｢ブラシ設定｣ダイアログボ

ックスが表示されますので、マウスでいずれかのラジオボタン

をクリックします。 

｢枠線表示有り」チェックマークのオン・オフと、｢データ内容｣

ダイアログボックス内の｢枠線表示｣の｢表示｣チェックマーク

のオン・オフは連動しています。 

色 

塗色、背景色の色を設定します。 

塗りつぶし以外のブラシを選択した場合のみ、[背景色]の設定

が可能となります。 

｢背景色を指定する｣チェックマークをオンにすると、現在選択

中の塗図形に、背景色を指定します。オフにすると、現在選択

中の塗図形に、背景色を指定しません。  

[塗色]、[背景色]をクリックすると、それぞれ色設定用のダイ

アログボックスが表示されますので選択し、[ＯＫ]をクリック

します。 

[OK]をクリックすると｢データ内容｣ダイアログボックスに戻

ります。 

 

 ＜図形名＞ 

値欄内をクリックして入力します。 

 ＜データパス＞ 

マクロ属性の定義でデータパスを指定する場合に表示します。 

値欄内をクリックして入力します。または、値欄内を右ボタン

でクリックすると｢データパス選択｣ダイアログボックスが表

示されますので、いずれかのファイルを選択し、[開く]をクリ

ックします。 

 ＜データ種類＞ 

マクロ属性の定義が可能です。 

値欄内をクリックするとドロップダウンリスト内に各種のデ

ータ種類が表示されますので、マウスでいずれかをクリックし

ます。 
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● ハッチング 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜ハッチング線種＞ 
線色・線種・線幅が表示されます。 

 ＜外枠：表示＞ 
｢表示｣チェックマークのオン・オフにより、表示のオン・オフ

を選択します。 

・ 塗りハッチングの場合、透過モードが選択できます。 

 

 ＜面積＞ 

値欄内をクリックすると、単位のドロップダウンリスト(ｍ㎡、

ｃ㎡、㎡、ｋ㎡、ｈａ)が表示されますので、いずれかをクリ

ックして選択します。 

単位を変更すると、演算の他のメニューで使う単位も変更され

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜頂点座標の入力＞ 

頂点数の欄内をクリックし、 […]ボタンをクリックすると、

｢頂点座標｣ダイアログボックスが表示されます。 

Z 座標の入力 

Z 座標欄内をクリックし、座標値を入力することができます。 

全点に適用 

[全点に適用]をクリックすると、入力値をすべての頂点の Z 座

標に適用します。 

範囲に適用 

複数の頂点を選択した状態で[範囲に適用]をクリックすると、

選択した頂点の Z 座標に適用します。 

クリア 

頂点を選択した状態で[クリア]をクリックすると、Z 座標値を

クリアします。 

[OK]をクリックすると、｢データ内容｣ダイアログボックスに

戻ります。 
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[分解]（ハッチングを直線に分解） 

 をクリックし、[分解]をクリックするとハッチングを直

線・円弧・スプライン等に分解します。 

 

 

 

 

 

 

 

  
● 折れ線 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜線色・線種・線幅＞ 
値欄内をクリックすると、ドロップダウンリストより値を選択

して変更することができます。または、[ ]をクリックする

と、それぞれ設定用のペンコントロールパネルが表示されます。

いずれかを選択し、[OK]をクリックします。 

 ＜描画モード＞  

表示の値欄内をクリックするとドロップダウンリスト(｢通常｣、

｢閉図形｣)が表示されますのでマウスでいずれかをクリックし

ます。 

 ＜頂点 No.＞ 

値欄内をクリックして頂点 No.を入力します。値欄内を右クリ

ックすると頂点 NO.がドロップダウンリスト内に表示され 

ます。 

 ＜頂点座標の入力＞ 

頂点数の欄内をクリックし、 […]ボタンをクリックすると、

｢頂点座標｣ダイアログボックスが表示されます。 

座標の入力 

各座標欄内をクリックし、座標値を入力することができます。 

全点に適用 

[全点に適用]をクリックすると、入力値をすべての頂点の Z 座

標に適用します。 

範囲に適用 

複数の頂点を選択した状態で[範囲に適用]をクリックすると、

選択した頂点の Z 座標に適用します。 

クリア 

頂点を選択した状態で[クリア]をクリックすると、Z 座標値を

クリアします。 

[OK]をクリックすると、｢データ内容｣ダイアログボックスに

戻ります。 
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 ＜頂点（Ｘ）、頂点（Ｙ）＞ 

各頂点の座標表示切り替え 

頂点 No.、頂点（X)、頂点（Y)の項目欄内を左クリックまたは

右クリックすると各頂点の座標が表示されます。クリックごと

に表示が切り替わります。 

座標の入力 

頂点(X)、頂点(Y)欄内をクリックすると｢座標入力｣ダイアログ

ボックスが表示されますので、入力し[ＯＫ]をクリックします。 

 

 ＜長さ(m)＞ 

長さが表示されます。[長さ]は編集できません。 

頂点座標が編集された場合は、連動して再計算、再表示されま

す。 

 

 ＜実部表示＞ 

表示の値欄内をクリックするとドロップダウンリスト(｢連続

してパターンを表示｣、｢中心を実部で表示｣、｢端点を実部で表

示｣)が表示されますのでマウスでいずれかをクリックします。 

 

[分解]（折れ線を連続線に分解）  をクリックし、[分

解]をクリックすると折れ線を線分に分解します。 

・ 頂点が非常に多い折れ線を選択するとその座標すべてをクリ

ップボードに出力するため時間がかかることがあります。 

この時Escキーを押すと、クリップボードへの出力を中断して

データ内容を表示します。 

 

 

 

 

● スプライン 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜線色・線種・線幅＞ 
値欄内をクリックすると、ドロップダウンリストより値を選択

して変更することができます。または、[ ]をクリックする

と、それぞれ設定用のペンコントロールパネルが表示されます。

いずれかを選択し、[OK]をクリックします。 

 ＜タイプ＞ 
表示の値欄内をクリックすると各種のスプラインのタイプが

ドロップダウンリスト内に表示されますので、マウスでいずれ

かをクリックします。 

 ＜描画モード＞ 

表示の値欄内をクリックするとドロップダウンリスト(｢通常｣、

｢閉図形｣)が表示されますのでマウスでいずれかをクリックし

ます。 

 ＜分割数＞ 

値欄内をクリックして分割数を入力します。 
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 ＜制御点数の入力＞ 

制御点数の欄内をクリックし、 […]ボタンをクリックすると、

｢頂点座標｣ダイアログボックスが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座標の入力 

各座標欄内をクリックし、座標値を入力することができます。 

全点に適用 

[全点に適用]をクリックすると、入力値をすべての頂点の Z 座

標に適用します。 

範囲に適用 

複数の頂点を選択した状態で[範囲に適用]をクリックすると、

選択した頂点の Z 座標に適用します。 

クリア 

頂点を選択した状態で[クリア]をクリックすると、Z 座標値を

クリアします。 

[OK]をクリックすると、｢データ内容｣ダイアログボックスに

戻ります。 

 

 

 

  

 ＜制御点 No.／通過点 No.＞ 

制御点 No.、通過点 No.欄内をクリックして制御点 No.、また

は通過点 No.を入力します。 

各欄内を右クリックすると、それぞれの No.がドロップダウン

リスト内に表示されます。 

 

 

 

 

 

  

 ＜制御点(X)、制御点(Y)／通過点(X)、通過点(Y)＞ 

値欄内をクリックすると｢座標入力｣ダイアログボックスが表

示されますので、入力し[ＯＫ]をクリックします。 

[単位 mm]をクリックすると、｢入力単位設定｣ダイアログボッ

クスが表示されますので、いずれかのラジオボタンをクリック

して選択します。[ＯＫ]をクリックすると、｢制御点座標入力｣

ダイアログボックスに戻ります。 

制御点、通過点の座標表示切り替え 

制御点 No.、制御点（X)、制御点（Y)および通過点 No.、通過

点（X)、通過点（Y)の項目欄内を左クリックまたは右クリッ

クすると各点の座標が表示されます。クリックごとに表示が切

り替わります。 
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 ＜実部表示＞ 

表示の値欄内をクリックするとドロップダウンリスト(｢連続

してパターンを表示｣、｢中心を実部で表示｣、｢端点を実部で表

示｣)が表示されますのでマウスでいずれかをクリックします。 

 

[分解]（スプラインを折れ線に分解） 

[分解]をクリックすると、スプラインを、通過点を頂点とする

折れ線に分解します。 

・ 頂点が非常に多いスプラインを選択するとその座標すべてを

クリップボードに出力するため時間がかかることがあります。 

この時Escキーを押すと、クリップボードへの出力を中断して

データ内容を表示します。 

 
 

 

   
● 点 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜線色＞ 
値欄内をクリックすると、ドロップダウンリストより値を選択

して変更することができます。または、[ ]をクリックする

と、色設定用のペンコントロールパネルが表示されます。いず

れかを選択し、[OK]をクリックします。 

 ＜マーカー種別＞ 
値欄内をクリックすると、各種のマーカー種別名がドロップダ

ウンリスト内に表示されますので、マウスでいずれかをクリッ

クします。 

 

 

 ＜原点(X)（Y)＞ 
値欄内をクリックして入力します。 

 ＜傾き＞ 

 値欄内をクリックして入力します。 

 ＜表示縮尺＞ 

 値欄内をクリックして入力します。 
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● 属性図形 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜線色・線種・線幅＞ 

線色・線種・線幅が表示されます。 

値欄内をクリックすると、線色・線種・線幅のドロップダウン

リストが表示されます。いずれかをクリックして選択します。 

または、[ ]をクリックすると、色設定用のペンコントロー

ルパネルが表示されます。いずれかを選択し、[OK]をクリッ

クします。 

 ＜配置座標・配置角度・配置倍率＞ 
配置座標・配置角度・配置倍率が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[分解] （属性を分解） 

 をクリックし、[分解]をクリックすると属性図形を分解し

ます。 

 

 

  
● グループ図形 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 

 ＜線色・線種・線幅＞ 

線色・線種・線幅が表示されます。 

値欄内をクリックすると、線色・線種・線幅のドロップダウン

リストが表示されます。いずれかをクリックして選択します。 

または、[ ]をクリックすると、設定用のペンコントロール

パネルが表示されます。いずれかを選択し、[OK]をクリック

します。 

 ＜配置座標・配置角度・配置倍率＞ 
配置座標・配置角度・配置倍率が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

[分解]（グループ図形を分解） 

 をクリックし、[分解]をクリックするとグループ図形を分

解します。 
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● 等高線 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 

 ＜線色・線種・線幅＞ 

線色・線種・線幅が表示されます。 

値欄内をクリックすると、線色・線種・線幅のドロップダウン

リストが表示されます。いずれかをクリックして選択します。 

または、[ ]をクリックすると、設定用のペンコントローパ

ネルが表示されます。いずれかを選択し、[OK]をクリックし

ます。 

 ＜配置座標・配置角度・配置倍率＞ 

配置座標・配置角度・配置倍率が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

[分解]（等高線を分解） 

 をクリックし、[分解]をクリックすると等高線を各幾何要

素に分解します。 

 

  
● ビットマップ 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜左上座標（Ｘ）・左上座標（Ｙ）＞ 
値欄内をクリックして座標値を入力します。 

 ＜幅・高さ＞ 
値欄内をクリックして幅・高さを入力します。 

 ＜図形名＞ 
値欄内をクリックしてビットマップに付ける図形名を入力し

ます。 

 ＜データパス＞ 

マクロ属性の定義でデータパスを指定する場合に表示します。 

値欄内をクリックして入力します。または、値欄内を右ボタン

でクリックすると｢データパス選択｣ダイアログボックスが表

示されますので、いずれかのファイルを選択し、[開く]をクリ

ックします。 

 ＜データ種類＞ 

マクロ属性の定義がしてある場合に表示します。 

値欄内をクリックすると、ドロップダウンリスト内に各種のデ

ータ種類が表示されますので、マウスでいずれかをクリックし

ます。 

 ＜傾き＞ 

ビットマップデータの傾きを表示します。 

 ＜JPGファイル名＞ 

JPEG ファイルのパスを表示します。 
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● グラデーション（｢データタイプ｣には｢ビットマップ｣と表示されます） 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜グラデーションの色＞ 

値欄内をクリックすると、線色・線種・線幅のドロップダウン

リストが表示されます。いずれかをクリックして選択します。 

または、[ ]をクリックすると、設定用のペンコントロール

パネルが表示されます。いずれかを選択し、[OK]をクリック

します。 

 ＜左上座標（Ｘ）・左上座標（Ｙ）＞ 
値欄内をクリックして座標値を入力します。 

 ＜幅・高さ＞ 
幅・高さが表示されます。数値の入力が可能です。 

 ＜傾き＞ 

グラデーションデータの傾きを表示します。数値の入力が可能

です。 

 

 

 

 

 

 

   

● ラスター 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜左上座標（Ｘ）・左上座標（Ｙ）＞ 

値欄内をクリックして座標値を入力します。 

 ＜幅・高さ＞ 
値欄内をクリックして幅・高さを入力します。 

 ＜Ｘ解像度・Ｙ解像度＞ 
ラスターデータのＸ、Ｙ方向の解像度が表示されます。 

 ＜配置倍率（Ｘ）・配置倍率（Ｙ）＞ 

オリジナルのラスターデータに対してのサイズ比率が表示さ

れます。値欄内をクリックして倍率を入力します。 

 ＜図形名＞ 
値欄内をクリックして図形名を入力します。 

 ＜透過＞ 

｢透過｣チェックマークのオン・オフにより、透過のオン・オフ

を選択します。 

 

 

 

 

 ＜仮想ラスター＞ 

読込パス、ファイル名ともに入力してある場合のみ、｢表示｣

チェックマークをオンに設定できます。 
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 ＜読込パス＞ 

値欄内をクリックすると、｢仮想ラスターのパス設定｣ダイアロ

ボックス、仮想ラスターのパスを入力し、[ＯＫ]をクリックし

ます。 

 ＜ファイル名＞ 

読込パスが入力してある場合のみ、値欄内をクリックしてファ

イル名を入力します。 

 

 －－ＳＸＦ読込時－－ 

 ＜ラスターの傾き＞ 

値欄内をクリックしてラスターの傾きを入力します。 

 ＜TIFFファイル名＞ 
TIFF ファイル名が表示されます。 

 

 

  

● 表題欄 

 ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜線色・線種・線幅＞ 

線色・線種・線幅が表示されます。 

値欄内をクリックすると、線色・線種・線幅のドロップダウン

リストが表示されます。いずれかをクリックして選択します。 

または、[ ]をクリックすると、設定用のペンコントロール

パネルが表示されます。いずれかを選択し、[OK]をクリック

します。 

 

 ＜配置座標・配置角度・配置倍率＞ 
配置座標・配置角度・配置倍率が表示されます。 

値欄内をクリックして入力します。 

 

 

 

 

[分解]（グループ図形を分解） 

 をクリックし、[分解]をクリックすると表題欄の文字列を

文字要素に変換します。 
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● 既定義シンボル 

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜線色＞ 

線色が表示されます。 

値欄内をクリックすると、線色のドロップダウンリストが表示

されます。いずれかをクリックして選択します。 

または、[ ]をクリックすると、設定用のペンコントロール

パネルが表示されます。いずれかを選択し、[OK]をクリック

します。 

 ＜原点(X)（Y)・傾き＞ 
値欄内をクリックして入力します。 

 ＜倍率＞ 
倍率が表示されます。 

 ＜色コードフラグ・既定義シンボル名＞ 
値欄内をクリックして入力します。 

 

 

● OLE 

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜ＩＤ＞ 

ＩＤが表示されます。 

 

 

 

 

 

  
● 表 

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜ＩＤ＞ 

ＩＤが表示されます。 

 ＜マクロ属性情報＞ 

図形名・データパスの各欄内をクリックし、変更を行います。 

データ種類値欄内をクリックするとドロップダウンリスト内

に各種のデータ種類が表示されますので、マウスでいずれかを

クリックします。 

 ＜表＞ 

実データの「行列数」の欄内をクリックすると、｢表編集｣ダイ

アログボックスが表示され、各種の編集処理を行うことができ

ます。 

 

 

 

[分解]（表を分解） 

 をクリックし、[分解]をクリックすると表を直線と文字要

素に分解します。 
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● 伸縮図形 

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜ＩＤ＞ 

ＩＤが表示されます。 

 

[分解]（伸縮図形を分解） 

 をクリックし、[分解]をクリックすると寸法線とその他要

素に分解します。 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 3D メッシュ 

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名の各欄内をク

リックし、変更を行います。 

 ＜ＩＤ＞ 

ＩＤが表示されます。 

 ＜線色・線種・線幅＞ 

線色・線種・線幅が表示されます。 

値欄内をクリックすると、線色・線種・線幅のドロップダウン

リストが表示されます。いずれかをクリックして選択します。 

または、[ ]をクリックすると、色設定用のペンコントロー

ルパネルが表示されます。いずれかを選択し、[OK]をクリッ

クします。 
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● 点群データ 

  ＜シート・レイヤ＞ 
シート番号・シート名・レイヤ番号・レイヤ名が表示されま

すが、変更はできません。 

 ＜ＩＤ＞ 

ＩＤが表示されます。 

 ＜線色＞ 

線色が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 をクリックすると、｢データ内容｣ダイアログボックスの

下部が拡張し、サブメニューと同様の処理が表示されます。 

グループ化 

[グループ化]をクリックするとグループ化モードとなります

ので、対象範囲を指定し、  をクリックすると範囲

を確定します。 

全要素 

｢全要素｣チェックマークをオンにすると、グループ化した場合

は、すべての要素が編集の対象となります。 

クリップボードにコピー 

[クリップボードにコピー]をクリックすると、｢データ内容｣ダ

イアログボックス内の情報をクリップボードにコピーします。 

・ 点が非常に多い点群を選択するとその座標すべてをクリップ

ボードに出力するため時間がかかることがあります。 

この時Escキーを押すと、クリップボードへの出力を中断して

データ内容を表示します。 
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２ 各種の演算処理を行う 
 

 

 

 

本ＣＡＤシステム上の演算処理について説明します。 

[ツール]－[新規図面設定]－[演算]内で各種設定を一括して行うことができます。なお、この設定は新規画面を開いたとき

に有効です。  参 照  ➜ Part1  図面管理「５．新規図面設定を行う」 

 

測定コマンド実行中の演算設定処理 

測定コマンド(データ内容、２点間距離、２線間距離、円周、多点間距離、道のり、面積、角度、座標、距離方向角、断面

性能)実行中のサブメニューに設定ボタンを表示し、作図中に設定を変更することができます。なお、演算メニュー内の[設

定]ボタンをクリックした時の設定内容と連動しています。 

 

1 いずれかの測定コマンドを実行し、サブメニュー欄の[設定]

をマウスでクリックします。 

｢演算設定｣ダイアログボックスが表示されますので、各種の

設定を行います。 

各設定の内容は、演算メニューの[設定]をクリックした時と

同様です。 

サブメニュー欄の[設定]をクリックすると、｢演算設定｣ダイ

アログボックスが表示されます。 

[文字設定]タブ 

文字設定 

表示桁・丸め方法の選択 

表示桁と丸めの設定をドロップダウンリストより選択します。 

文字色 

[文字色]をクリックすると｢演算／文字色｣ダイアログボック

スが表示されます。いずれかの色を選択し、[ＯＫ]をクリッ

クすると、｢演算設定｣ダイアログボックスに戻ります。 

 

 

 

 

文字高選択 

[Ａ]から[Ｌ]、[フリー]の文字高さをいずれかのラジオボタ

ンをクリックして選択します。 

フリーの場合は任意の高さを指定します。 

原点位置 

いずれかのラジオボタンをクリックして原点位置を選択しま

す。 

出力文字 

｢全角／半角｣のドロップダウンリストよりどちらかを選択し

ます。 

 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 
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[その他]タブ 

断面性能設定 

｢基準点｣ドロップダウンリストよりいずれかを選択します。 

以降、断面性能計算を行う際、図心を基準点とするか、マウ

スでクリックする任意の位置とするかが選択されます。 

その他 

｢Z 値をクリップボードにコピーする｣チェックマークをオン

にすると、以降、クリップボードに座標情報がコピーされる

際に、設定 ON の場合は Z 座標の値をコピーします。 

ただし、座標情報に Z 座標がない場合は、設定 ON でもコピー

されません。 

ダイアログの位置 

｢ダイアログの前回表示位置を保持する｣、｢コマンド終了時に

ダイアログの位置をリセットする｣のいずれかのラジオボタ

ンをクリックして選択します。 

｢コマンド終了時にダイアログの位置をリセットする｣を選択

した場合は、リセット位置をいずれかのラジオボタンをクリ

ックして選択します。 

2 ｢演算設定｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックすると、

測定コマンドの処理に戻ります。 

 

 

  
補助(O) → 演算  ２点間距離 

 指定区間の距離と移動量を表示する 
指定した 2 点間の距離と移動量を表示します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  （－[２点間距離]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[２点間距離]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[２点間距離]) 

1 本コマンドを起動し、マウスで始点をクリックします。 

2 マウスで終点をクリックします。 

3 ｢２点間距離｣ダイアログボックスが表示されます。 

距離 

2 点間の距離を表示します。 

斜距離 

2 点間距離を計測する際に、2 点が Z 座標を保持している座標

だった場合には、斜距離が計測できます。 

基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

単位  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

単位を表示する  

演算内容を製図画面上に配置する場合、単位付きで配置しま

す。 

単位切替 

単位をメートル法からヤード法に切り替えます。 

距離を配置する 

｢距離を配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容

を製図画面上に配置します。ダイアログボックスを閉じた後、

配置位置をマウスでクリックします。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 
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｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 

斜距離を配置する、LX を配置する、LY を配置する 

｢斜距離を配置する｣、｢LX を配置する｣、｢LY を配置する｣チェ

ックマークをオンにすると、斜距離、LX、LY を文字配置しま

す。ダイアログボックスを閉じた後、配置位置をマウスでク

リックします。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

計測結果を中央に自動配置する 

｢計測結果を中央に自動配置する｣チェックマークをオンにす

ると、始点終点の中点位置に計測結果を自動配置します。 

 

・｢計測結果を中央に自動配置する」の設定値はシステムで保

持しています。 

・文字の角度が「90 度より大きく 270 度未満の場合は、文字

の見た目が線の上部に配置するよう調整しています。 

 

■サブメニュー欄の各種設定 

文字の配置角度を選択 
ドロップダウンリストよりいずれかの配置方法を選択します。 

２点角度：２点を結ぶ角度で文字を配置します。 

水平：文字の角度は 0°で作図されます。 
垂直：文字の角度は 90°で作図されます。 

 

Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。 

平行／直交 

ドロップダウンリストより[平行]または[直交]を選択します。 

反転 

｢反転｣チェックマークをオンにすると、反転移動することが

できます。対象要素の角度を以下の様に回転表示します。 

・「直交」選択時は角度に+90°する 

・「反転」ON の時は角度に+180°する 

 

4 各種の設定を行い、[ＯＫ]をクリックすると、3 で｢配置する｣

チェックボックスをオンに指定した場合、配置位置をマウス

で指示します。 

｢２点間距離｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックせずに

表示させたまま、他の２点間の距離などを表示させることが

できます。 
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補助(O) → 演算  ２線間距離 

 指定線間の距離を表示する 
指定した平行な２直線間の距離を表示します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜   （－[２線間距離]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[２線間距離]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[２線間距離]) 

1 本コマンドを起動しマウスで対象線ａをクリックします。 

2 マウスで対象線ｂをクリックします。 

3 ｢２線間距離｣ダイアログボックスが表示されます。 

基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

単位  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

単位を表示する  

演算内容を製図画面上に配置する場合、単位付きで配置しま

す。 

単位切替 

単位をメートル法からヤード法に切り替えます。 

配置する 

｢配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容を製図

画面上に配置します。ダイアログボックスを閉じた後、配置

位置をマウスでクリックします。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 

■サブメニュー欄の各種設定 

文字の配置角度を選択 

ドロップダウンリストより、いずれかの配置方法を選択しま

す。 

２線角度：２線を結ぶ角度で文字を配置します。 

水平：文字の角度は 0°で作図されます。 

垂直：文字の角度は 90°で作図されます。 

 

Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。 

平行／直交 

ドロップダウンリストより[平行]または[直交]を選択します。 

反転 

｢反転｣チェックマークをオンにすると、反転移動することが

できます。対象要素の角度を以下の様に回転表示します。 

・「直交」選択時は角度に+90°する 

・「反転」ON の時は角度に+180°する 

 

4 各種の設定を行い、[ＯＫ]をクリックすると、3 で｢配置する｣

チェックボックスをオンに指定した場合、配置位置をマウス

で指示します。 

｢２線間距離｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックせずに

表示させたまま、他の２線間の距離などを表示させることが

できます。  
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補助(O) → 演算  円周 

 円または弧の周長を表示する 
指定した円または弧の周長を表示します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  （－[円周]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[円周]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[円周]) 

1 本コマンドを起動し、マウスで円または弧をクリックします。 

2 ｢円周｣ダイアログボックスが表示されます。 

 参 照  ➜ ｢指定区間の距離と移動量を表示する」 

 

3 基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

単位  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

単位を表示する  

演算内容を製図画面上に配置する場合、単位付きで配置し 

ます。 

単位切替 

単位をメートル法からヤード法に切り替えます。 

配置する 

｢配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容を製図

画面上に配置します。ダイアログボックスを閉じた後、配置

位置をマウスでクリックします。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 

Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。また、ドロップダウン

リストより[平行]または[直交]を選択できます。さらに、｢反

転｣チェックマークをオンにすると、反転移動することができ

ます。 

4 各種の設定を行い、[ＯＫ]をクリックすると、3 で｢配置する｣

チェックボックスをオンに指定した場合、配置位置をマウス

で指示します。 

 



 
各種の演算処理を行う 576  

 

 

 
 

  
補助(O) → 演算  多点間距離 

 指定区間の累積距離を表示する 
直線や曲線を含む多点間の累積距離を表示します。なお、折れ線、スプラインも計算されます。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  （－[多点間距離]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[多点間距離]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[多点間距離]) 

1 本コマンドを起動し、マウスで要素または始点をクリックし

ます。 

2 ｢多点間距離｣ダイアログボックスが表示されます。 

距離とポイント数が表示されます。 

3 要素から始点・終点を指示する 

曲線を指示する 

マウスで要素（円、円弧、折れ線、スプライン）を左クリッ

クした後、区間始点、続いて区間終点をクリックします。 

通過点を指示する 

通過点を指定します。累積距離を表示します。 

点を指示する 

マウスで点を右クリックします。 

サブメニュー欄の[クリア]をマウスでクリックすると、今ま

での演算内容をクリアし、始点指定を要求してきます。 

4 基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

単位  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

単位を表示する  

演算内容を製図画面上に配置する場合、単位付きで配置し 

ます。 

単位切替 

単位をメートル法からヤード法に切り替えます。 

配置する 

｢配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容を製図

画面上に配置します。 

｢距離｣、｢累計距離｣のいずれかのラジオボタンをクリックし

て選択します。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 

ダイアログボックスを閉じた後、配置位置をマウスでクリッ

クします。「累計距離」のラジオボタンが選択されている場

合、文字を配置後に「距離」「ポイント数」がクリアされた

状態でダイアログボックスが再度表示されます。「累計距離」

「総ポイント数」はクリアされませんので続けて計測が可能

です。 

Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。また、ドロップダウン

リストより[平行]または[直交]を選択できます。さらに、｢反

転｣チェックマークをオンにすると、反転移動することができ

ます。 
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5 各種の設定を行い、[ＯＫ]をクリックすると、4 で｢配置する｣

チェックボックスをオンに指定した場合、配置位置をマウス

で指示します。 

 

   
補助(O) → 演算  道のり 

 連続した要素の道のりを表示する 
連続した要素（直線・円弧・連続線・折れ線・スプライン・クロソイド）の道のりを表示します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜   （－[道のり]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[道のり]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[道のり]) 

1 本コマンドを起動しマウスで連続した要素をクリックします。 

2 マウスで始点、続いて終点をクリックします。 

選択した連続線が分岐している場合、サブメニューの[選択終

了]をクリックすると、分岐前までの連続線を対象要素として

コマンドが続行されます。 

3 ｢道のり｣ダイアログボックス内に始点から終点までの道のり

(距離）が表示されます。 

基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

単位  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

単位を表示する  

演算内容を製図画面上に配置する場合、単位付きで配置し 

ます。 

単位切替 

単位をメートル法からヤード法に切り替えます。 

配置する 

｢配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容を製図

画面上に配置します。ダイアログボックスを閉じた後、配置

位置をマウスでクリックします。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 

Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。また、ドロップダウン

リストより[平行]または[直交]を選択できます。さらに、｢反

転｣チェックマークをオンにすると、反転移動することができ

ます。 

4 各種の設定を行い、[ＯＫ]をクリックすると、3 で｢配置する｣

チェックボックスをオンに指定した場合、配置位置をマウス

で指示します。 

｢道のり｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックせずに表示

させたまま、他の２線間の距離などを表示させることができ

ます。 

ダイアログボックスの表示を終わらせるためには、[ＯＫ]を

クリックします。 
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補助(O) → 演算  面積 

 面積を表示する 
直線や曲線で構成された閉じた図形および塗図形の面積を表示します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  
（－[面積]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[面積]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[面積]) 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄より指示方法を選択し

ます。サブメニュー欄の[フリー]をクリックすると、⇒[円弧]

⇒[連続線]⇒[閉図形]の順に表示が切り替わります。 

フリー ：任意の点をサーチします。 

円弧  ：円弧上の頂点を自動的にサーチします。 

連続線 ：端点を同一とする、直線、円、円弧、楕円、 

   楕円弧の点をサーチします。 

閉図形 ：閉じた領域をマウスで指示することで、直 

   線、円、円弧、折れ線の頂点をサーチします。 

2 サブメニュー欄の[ＯＫ]をクリックすると｢面積｣ダイアログ

ボックスが表示されます。 

3 ■ 曲線を指定する 

マウスで曲線を左クリックし、続いてマウスで曲線終点をク

リックします。 

■ 通過点を指示する 

マウスで点を右クリックします。 

サブメニュー欄の[クリア]をマウスでクリックすると、今ま

での演算内容をクリアし、始点指定を要求してきます。 

4 再度、始点をクリックすることで図形を閉じたと判断します。 

累計面積の対象領域がある場合には、サブメニューに[累計

BACK]／[累計クリア]ボタンが表示されます。[累計 BACK]は対

象を 1 つ戻します。[累計クリア]は全対象をクリアします。 

アクティブな図面が切り替わった場合には、累積面積はクリ

アされます。 

5 基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

単位設定  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

単位を表示する  

演算内容を製図画面上に配置する場合、単位付きで配置し 

ます。 

配置する 

｢配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容を製図

画面上に配置します。 

｢面積｣、｢累計面積｣のいずれかのラジオボタンをクリックし

て選択します。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 

ダイアログボックスを閉じた後、配置位置をマウスでクリッ

クします。「累計面積」のラジオボタンが選択されている場

合、文字を配置後に「面積」「ポイント数」がクリアされた

状態でダイアログボックスが再度表示されます。「累計面積」

「要素数」はクリアされませんので続けて計測が可能です。 
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Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。また、ドロップダウン

リストより[平行]または[直交]を選択できます。さらに、｢反

転｣チェックマークをオンにすると、反転移動することができ

ます。 

6 各種の設定を行い、[ＯＫ]をクリックすると、5 で｢配置する｣

チェックボックスをオンに指定した場合、配置位置をマウス

で指示します。 

・閉図形でないと(始点＝終点)、面積の演算はできません。 

・右記のような交差する図形の面積は計算できませんので、

分けて計算してください。 

・塗図形の枠内にある中抜き部分の面積は全体からマイナ

スして、枠外にある部分の面積は全体にプラスします。 

注）枠線が交差していたり、中抜きの中にさらに枠が複数 

    あるような場合は正しく面積が求まりません。 

 

  
補助(O) → 演算  角度 

 角度を表示する 
２本の直線の角度を表示します。 

コマンドの起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  
（－[角度]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[角度]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[角度]) 

1 本コマンドを起動しマウスで１つ目の直線をクリックします。 

2 マウスで２つ目の直線をクリックします。 

２つの直線の交点の角度が｢角度｣ダイアログボックス内に 10

進および 60 進にて表示されます。 

基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

配置する 

｢配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容を製図

画面上に配置します。ダイアログボックスを閉じた後、配置

位置をマウスでクリックします。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 

｢10 進｣、｢60 進｣のいずれかのラジオボタンをクリックして、

配置する数値を選択します。 

Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。また、ドロップダウン

リストより[平行]または[直交]を選択できます。さらに、｢反

転｣チェックマークをオンにすると、反転移動することができ

ます。 

    

3 [ＯＫ]をクリックすると、表示を終了します。 
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補助(O) → 演算  座標 

 座標を表示する 
指定した位置の座標値を表示します。｢横並び｣または｢縦並び｣の配置方法を選択することができます。 

コマンドの起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  
（－[座標]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[座標]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[座標]) 

1 本コマンドを起動し、マウスで座標を表示させたい位置をク

リックします。 

2 座標が｢座標｣ダイアログボックス内に表示されます。 

基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

単位  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

単位を表示する  

演算内容を製図画面上に配置する場合、単位付きで配置し 

ます。 

単位切替 

単位をメートル法からヤード法に切り替えます。 

配置する 

｢配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容を製図

画面上に配置します。ダイアログボックスを閉じた後、配置

位置をマウスでクリックします。 

｢横並び｣、｢縦並び｣いずれかのラジオボタンをクリックして

配置方法を選択します。｢座標｣ダイアログボックスの表示も

切り替わります。 

 

●｢横並び｣の配置設定 

｢Z 座標配置｣チェックマークをオンにすると、Z 座標も配置し

ます。  

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には横並びの座標プレビューが表示されます。 

 

 

 

 

 

●｢縦並び｣の配置設定 

｢点名｣チェックマークをオンにすると、入力欄内に入力した

点名も配置します。初期値はオフです。 

｢X 座標｣、｢Y 座標｣、｢Z 座標｣チェックマークをクリックする

と、それぞれの座標を表示します。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には縦並びの座標プレビューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

▼｢縦並び｣の配置設

定 

▼｢横並び｣の配置設

定 
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●サブメニューの各種設定 

Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。 

平行／直行 

ドロップダウンリストより[平行]または[直交]を選択できま

す。 

反転 

｢反転｣チェックマークをオンにすると、反転移動することが

できます。 

3 [ＯＫ]をクリックすると、表示を終了します。 

 

 

   
補助(O) → 演算  座標 

 距離方向角を表示する 
２点間の距離と方向角を表示します。以下の指定モードがあります。 

２点指示 ：２点間の距離と角度。 

対象要素→終点 ：終点から対象要素の垂線の距離と角度。 

対象要素→線上→終点：線上点から対象要素までの垂線を降ろした、垂線上にある終点から、対象要素までの距離と角度。 

コマンドの起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  
（－[距離方向角]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[距離方向角]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[距離方向角]) 

 
● 2 点指示(距離方向角) 

1 本コマンドを起動し、サブメニューのドロップダウンリスト

より[２点指示]を選択します。 

マウスで始点をクリックします。 

2 マウスで終点をクリックします。 

3 ｢距離方向角｣ダイアログボックスが表示されます。 
２点間の距離および方向角が｢距離方向角｣ダイアログボック

ス内に表示されます。 

基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

距離、LX、LY 

距離、LX、LY が表示されます。 

単位  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

単位を表示する  

演算内容を製図画面上に配置する場合、単位付きで配置し 

ます。 

単位切替 

単位をメートル法からヤード法に切り替えます。 

距離を配置する 

｢距離を配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容

を製図画面上に配置します。  

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 
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方向角 

10 進および 60 進の方向角が表示されます。 

方向角を配置する 

｢方向角を配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内

容を製図画面上に配置します。  

｢10 進｣、｢60 進｣いずれかのラジオボタンをクリックして選択

します。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 

Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。 

ドロップダウンリストより[平行]または[直交]を選択できま

す。 

｢反転｣チェックマークをオンにすると、反転移動することが

できます。 

4 [ＯＫ]をクリックすると、表示を終了します。 

 

 

  
補助(O) → 演算  垂線距離 

 垂線距離を表示する 
選択した要素（直線、折れ線、円、円弧、クロソイドまたはグループ・属性図形内の左記要素）または２点指示した

先からの垂線距離を表示します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜   （－[垂線距離]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[垂線距離]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[垂線距離]) 

1 本コマンドを起動します。 

対象の選択方法 

サブメニューのドロップダウンリストより[要素選択]または

[２点指示]のいずれかを表示させて選択します。 

要素選択⇒操作 2 へ。 

２点指示⇒操作 3 へ。 

2 要素選択 
対象線をクリックします。⇒操作 4 へ。 

3 ２点指示 

始点位置でクリックし、終点位置でクリックします。⇒操作

4 へ。 

4 指定した要素または任意の２点間に対して垂直線の仮想線が

表示されます。 

対象線変更 

サブメニュー欄の[対象線変更]をクリックすると、1 の操作

に戻ります。 

設定した各種の条件により、｢垂線距離｣ダイアログボックス

が表示されます。 

基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

距離 

距離が表示されます。 
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単位  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

単位を表示する  

演算内容を製図画面上に配置する場合、単位付きで配置し 

ます。 

単位切替 

単位をメートル法からヤード法に切り替えます。 

配置する 

｢配置する｣チェックマークをオンにすると、演算内容を製図

画面上に配置します。ダイアログボックスを閉じた後、配置

位置をマウスでクリックします。 

｢前記号｣、｢後記号｣チェックマークをオンし、｢前記号｣、｢後

記号｣入力欄内に任意の文字を入力します。 

｢プレビュー」欄には[前記号]、[後記号]入力結果を反映した

計測結果の値が表示されます。 

5 各種の設定を行い、[ＯＫ]をクリックすると、4 で｢配置する｣

チェックボックスをオンに指定した場合、配置位置をマウス

で指示します。 

｢垂線距離｣ダイアログボックスで[ＯＫ]をクリックせずに表

示させたまま、他の垂線距離などを表示させることができま

す。 

ダイアログボックスの表示を終わらせるためには、[ＯＫ]を

クリックします。 

 

   
補助(O) → 演算  断面性能 

 断面性能を算出する 
任意図形の図心、面積､断面一次モーメント､断面二次モーメント､断面係数計算します。 

計算値は、図面上に文字列として配置すること、及びクリップボードに出力することができます。 

計算結果の単位を設定することもできます。ただし、円弧については直線近似して多角形として計算します。 

■ 計算される断面性能 

 図心、面積、断面一次モーメント、断面二次モーメント 

 主軸の傾き 

 主二次モーメント 

 断面係数 

 主軸における断面係数 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  （－[断面性能]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[断面性能]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[断面性能]) 

1 本コマンドを起動します。 

2 基準点マウス指示による設定の場合のみ、マウスで図形の基

準点をクリックします。 

3 範囲を設定します。サブメニュー欄の[フリー]をクリックす

ると、⇒[円弧]⇒[連続線]⇒[閉図形]の順に表示が切り替わ

ります。 

フリー ：任意の点をサーチします。 

円弧  ：円弧上の頂点を自動的にサーチします。 

連続線 ：端点を同一とする、直線、円、円弧、楕円、 

   楕円弧の点をサーチします。 

閉図形 ：閉じた領域をマウスで指示することで、直 

   線、円、円弧、折れ線の頂点をサーチします。 
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4 マウスで始点をクリックします。 

サブメニュー欄の[クリア]をマウスでクリックすると、今ま

での演算内容をクリアし、始点指定を要求してきます。 

[ＯＫ]をクリックすると、｢断面性能｣ダイアログボックスが

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 ｢断面性能｣ダイアログボックスで[断面係数の表示]をクリッ

クすると、｢断面係数｣ダイアログボックスが表示されます。 

どちらのダイアログボックスでも、以下の処理条件を設定す

ることができます。 

基準になるシート  

ドロップダウンリストより、いずれかのシートを選択します。 

単位設定  

いずれかのラジオボタンをクリックして単位を選択します。 

配置する 

演算内容を製図画面上に配置します。ダイアログボックスを

閉じた後、配置位置をマウスでクリックします。 

｢面積｣、｢累計面積｣いずれかのラジオボタンをクリックして

選択します。 
｢断面係数｣ダイアログボックスで[図心地の表示]をクリック

すると、｢断面性能｣ダイアログボックスに切り替わります。 

 

Shift キーで角度を取得 

サブメニュー欄の｢Shift キーで角度を取得｣チェックマーク

をオンにすると、ドラッギング中に Shift キーを押すとマウ

スに近い要素から角度を取得します。 

また、ドロップダウンリストより[平行]または[直交]を選択

できます。さらに、｢反転｣チェックマークをオンにすると、

反転移動することができます。 

6 各種の設定を行い、[ＯＫ]をクリックします。 4 で｢配置す

る｣チェックボックスをオンにすると、計算結果をマウス位置

に配置します。１文字列目の左下を文字原点に配置します。 

また、｢配置する｣チェックボックスがオフの場合も、計算結

果は、クリップボードに出力されます。 

7 図心の位置に点を作図します。 

表示桁数、文字高さ、全角／半角は演算の｢設定」に従います。 

ただし、日本語と変数文字は必ず全角表示になります。 

クリップボードには、「変数＝値」の形式で出力し、桁数の

み有効です。 
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補助(O) → 演算  数量集計 

 数量集計を行う 
選択した対象要素の数量を集計します。レイヤ・要素タイプ・属性図形ごとに、要素数・延長・ハッチングの面積・

文字・属性の数値を集計し、表を作成します。 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  （－[数量集計]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[数量集計]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[数量集計]) 

1 本コマンドを起動し、数量集計を行う要素をグループ化します。｢数量集計｣ダイアログボックスが表示されます。 

 参 照  ➜  巻末資料編「グループ化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択要素の図面内表示 

一覧内の要素をクリックすると、図面内の該当要素が点滅表示します。 

[全選択]／[全解除] 

一覧表示内のすべてのチェックマークをオン、またはオフにします。 

   表示モードの切り替え 

一覧の下部にあるタブをクリックすると、要素数、延長、面積、文字数値、属性の表示に切り替わります。 

 

■ クリップボード出力イメージ 
 Gx=175.000 
 Gx=17.500 

 Gy=-47.500 
 A=1200.000 
 Sx=57000.000 

 Sy=-21000.000 
 Jx=552500.000 
 Jy=372500.000 

 Jxy=262500.000 
 θ=-35.538 
 Ju=740000.000 

 Jv=185000.000 
 y1=47.500 , Zx1=11631.579 
 y2=22.500 , Zx2=24555.556 

 x1=42.500 , Zy1=8764.706 
 x2=17.500 , Zy2=21285.714 
 v1=34.293 , Zu1=21578.714 

 v2=-28.481 , Zu2=25982.533 
 u1=47.662 , Zv1=3881.537 
 u2=-41.849 , Zv2=4420.639 

 

 

 

■ 配置イメージ 
    図    心                Ｇｘ(cm)＝17.500 
                            Ｇｙ(cm)＝-47.500 

  面    積                   Ａ(cm2) ＝1200.000 
断面一次モーメント       Ｓｘ(cm3) ＝57000.000 
                          Ｓｙ(cm3) ＝-21000.000 

断面二次モーメント       Ｊｘ(cm4) ＝552500.000 
                          Ｊｙ(cm4) ＝372500.000 
                        Ｊｘｙ(cm4) ＝262500.000 

主軸の傾き                  θ(deg)＝-35.538 
主軸の断面二次モーメント Ｊｕ(cm4)＝740000.000 
                          Ｊｖ(cm4) ＝185000.000 

距離(cm)   断面係数(cm3) 
ｙ１＝47.500  Ｚｘ１＝11631.579 
ｙ２＝22.500  Ｚｘ２＝24555.556 

ｘ１＝42.500  Ｚｙ１＝8764.706 
ｘ２＝17.500  Ｚｙ２＝21285.714 
距離(cm)   主軸における断面係数(cm3) 

ｖ１＝34.293  Ｚｕ１＝21578.714 
ｖ２＝-28.481  Ｚｕ２＝25982.533 
ｕ１＝47.662  Ｚｖ１＝3881.537 

ｕ２＝-41.849  Ｚｖ２＝4420.639 
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   合計値の表示 

合計欄のチェックマークをオンにすると、延長タブ、面積タ

ブ、文字数値タブ、属性タブそれぞれ合計値が表示されます。 

 

 

以下、各タブごとに説明します。 

   [要素数]タブ 

対象要素の個数を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

[延長]タブ 

対象要素(属性図形含む)の要素長を表示します。 

延長の対象要素は、線分、折れ線、円、円弧、楕円、楕円弧、

スプライン、クロソイド、属性図形(長さを示す属性値)です。 

 

 

 

 

 

[面積]タブ 

対象要素(属性図形含む)の要素面積を表示します。 

面積の対象要素は、塗り、ハッチング、属性図形(面積を示す

属性値)です。 

 

 

 

 

 

 

[文字数値]タブ 

文字数値の対象要素は、文字、直線寸法、直径寸法、半径寸

法、周長寸法、面取寸法、引出線、バルーンです。 

 

 

 

 

 

 

 

[属性]タブ 

対象要素の属性値を表示します。対象要素は、属性値が付加

されている属性図形です。 
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2 表配置 

[表配置]をクリックすると、表作成ウィンドウが起動し、現

在表示中のタブの内容が表示されます。 

表作成ウィンドウの操作は、[作図]－[文字]－[表作成]と同様

です。[表配置]を実行すると、｢数量集計｣ダイアログボック

スに戻ります。 

 参 照  ➜  Part2 作図処理 14.文字を入力する「表を作

成する」 

 

 

 

 

 

 

3 設定 

[設定]をクリックすると、｢数量集計設定｣ダイアログボック

スが表示されます。 

[共通]、[表配置]タブをクリックするとダイアログボックスの

表示が切り替わります。 

初期化 

[初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

 

＜共通タブ＞ 

分類項目 

レイヤ、データタイプ、属性の各チェックマークをオンにし

ます。 

延長 

｢単位｣のドロップダウンリストよりいずれかを選択します。 

面積 

｢単位｣のドロップダウンリストよりいずれかを選択します。 

｢坪｣を選択した場合のみ、｢坪換算係数｣入力欄内に係数を入

力することができます。 

表示桁 

集計結果値の小数点以下の表示桁数を設定します。 

 

＜表配置タブ＞ 

■文字 

文字高 

｢文字高｣をドロップダウンリストより選択します。｢フリー｣

を選択した場合は、入力欄内にmm単位でサイズを入力します。 

フォント 

｢フォント｣をドロップダウンリストより選択します。 

色 

[変更]をクリックすると、｢表に関する設定：文字色｣ダイア

ログボックスが表示されますので、いずれかの色を選択し[Ｏ

Ｋ]をクリックします。 

罫線 

[変更]をクリックすると、｢表に関する設定：ペン｣ダイアロ

グボックスが表示されますので、いずれかのペン種を選択し

[ＯＫ]をクリックします。 
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■行 

｢行の高さ｣入力欄内に mm 単位で入力します。 

■列 

レイヤ番号、レイヤ名、要素名、属性名、延長、面積、文字

数値、属性値、要素数それぞれの入力欄内に mm 単位で入力し

ます。 

 

 

 

 

4 [初期化]をクリックすると、設定を初期状態に戻します。 

｢数量集計設定｣ダイアログボックスで[OK]をクリックする

と、処理を有効として終了します。 

 

 

 

補助(O) → 演算  設定 

 演算結果の値の設定を行う 
演算結果値の小数点以下の表示桁数と配置する際の文字色、表示文字高さの設定などを行います。 

演算設定メニューには、以下の設定があります。 

 

 

● 小数点の表示桁数を設定する 

● 丸めを選択する 

● 文字色を設定する 

● 表示文字高さを設定する 

● 文字原点を設定する 

● 出力文字を設定する 

● 断面性能の基準点設定方法を選択する 

● ダイアログボックスの表示位置を設定する 

その他のコマンド起動方法 

■ ツールバーメニュー（サブメニュー） ➜  （－[     ]） 

■ ツールボックス（サブメニュー） ➜ [演算](－[     ]) 

■ ツールボックス（ポップアップメニュー） ➜ [演算](－[設定]) 

以下、各操作方法について説明します。 

● 小数点の表示桁数を設定する 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄の[表示桁：3]をクリック、またはドロップダウンリストよりいずれかを選択します。 

・設定できる小数点以下の桁数は０から１６桁になります。 

 

● 丸め方法を選択する 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄の[四捨五入]をマウスでクリック、またはドロップダウンリストよりいずれかを選択し

ます。 

2 表示されている丸め方法で演算処理が実行されます。 

 

● 文字色を設定する 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄の[文字色]をマウスでクリックすると、｢演算／文字色｣ダイアログボックスが表示され

ます。 

いずれかの色を選択し、[ＯＫ]をクリック、または色をダブルクリックすると、演算設定メニューに戻ります。 

2 選択されている文字色で演算処理が実行されます。 
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● 表示文字高さを設定する 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄の[文字高：B]をマウスでクリックします。 

2 サブメニュー欄の[Ａ]から[Ｌ]、[フリー]の文字高さをマウスでクリックします。 

・各文字高さの設定値は｢文字｣メニューで設定します。 

 参 照  ➜  ｢文字高さについて」 

 

● 文字原点を設定する 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄の[原点：左下]をマウ

スでクリックすると｢原点位置｣ダイアログボックスが表示さ

れます。 

2 いずれかの原点のラジオボタンをクリックして選択します。 

 

 

 

● 出力文字を設定する 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄の[半角]をマウスでクリックすると、[全角]に切り替わります。またはドロップダウン

リストより、全角、半角のいずれかをクリックして選択します。 

2 以降、値配置を行うと設定してある場合、選択した文字で配置が行われます。１文字列目の左下を文字原点に配置します。 

 

● 基準点の設定方法を選択する 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄の[基準点：図心]をマウスでクリックすると、[基準点：マウス]に切り替わります。ま

たはドロップダウンリストより、図心、マウスのいずれかをクリックして選択します。 

2 以降、断面性能計算を行う際、図心を基準点とするか、マウスでクリックする任意の位置とするかが選択されます。 

 

 

● 座標の Z 値をクリップボードにコピーするかを設定する 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄の｢Z 値コピー｣チェックマークをオンにして設定します。 

2 以降、クリップボードに座標情報がコピーされる際に、設定 ON の場合は Z 座標の値をコピーします。 

また、座標情報に Z 座標がない場合は設定 ON でもコピーされません。 

 

 

● ダイアログボックスの表示位置を設定する 

1 本コマンドを起動し、サブメニュー欄の[位置保持]をマウスでクリックすると、[リセット]に切り替わります。またはドロッ

プダウンリストより、位置保持、リセットのいずれかをクリックして選択します。 

位置保持 ：ダイアログの前回表示位置を保持します。 

リセット ：コマンド終了時にダイアログの位置をリセットします。 

表示位置の設定 

[リセット]を選択した場合は、ドロップダウンリストよりいずれかの位置を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

2 以降、各種の演算ダイアログボックスは、指定した位置に表示されます。 
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